
資料２

単位：千円

平成２０年度（68床）　純利益 -440,251 平成２０年度　純利益 -422,231 平成２２年度　純利益 -64,326
平成２１年度（136床）　純利益 -358,417 （計画より 18,020 純利益増） （計画より 131,929 純利益増）
平成２２年度（200床）　純利益 -196,255 平成２１年度決算見込純利益 -368,422 平成２２年度下半期　純利益 24,852
平成２２年度下半期　純利益 7,960 （計画より 10,005 純利益減） （計画より 16,892 純利益増）

○医業収益 　開院 20年度決算 21年度決算見込　変更
入院・外来患者数、個室使用者数 ○医業収益増 8,040 -40,434
入院・個室・外来単価 ○医業費用増 149,252 126,180

○医業費用 ○医業外収益増 164,472 164,589 　　に合わせた変更
職員給与費 ○医業外費用増 5,240 7,980 １．入院患者の増（1日165.7人→168.5人）
医療器械・備品・消耗品 　　計（純益増） 18,020 -10,005 ２．個室使用者の減（1日33.7人→24.8人）
施設維持管理費 ３．個室単価の増（15,163円→15,552円）

○医業外収益 ○患者需要→入院は計画どおり。 ４．外来単価の増（7,000円→7,771円）
○医業外費用 　　　　　　　　　外来・訪問は需要が大 ５．訪問リハ事業の追加→65,093千円収益増

○患者疾病傾向→脳血管系８割、整形系２割 ６．医業費用の増 →270,100千円費用増
○個室需要→計画より小 ７．医療外収益の増→150,649千円収益増
○入院・外来・訪問リハ単価→計画より高い ８．医業外費用の増→11,498千円費用増
○病院運営費用（医業費用等）→計画より多い

９．理学・作業療法士の増員（126人→159人）
○診療報酬改定（20年4月）→入院単価増 １０．入院単価の増（36,200円→38,700円）
○市運営費補助金（空床補償）→赤字軽減 １１．外来患者の増（1日72.8人→74.9人）
○21年度医療ｾﾝﾀｰ病棟改修→入院患者減
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